
事業名 精神障害者社会復帰調査研究等事業 レビュー番号 0827 担当部局・課室 障害保健福祉部精神・障
害保健課

課題

・精神疾患の早期発見・早期対応を促進し、その疾患について
周囲の理解を得ながら地域の一員として安心して生活するこ
とができるよう、精神疾患や精神障害に関する普及啓発を推
進することは、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
の構築において最も重要な要素の一つである。
・精神障害者に対する国民の理解について、「病気の認知度は
進んでいると思わない」と回答している者は約９割であり、精神
神疾患への理解は進んでいない状況だった。また、差別や偏見
についても約4割が「以前と変わらない」と回答していた。
(平成28年度障害者総合福祉推進事業「地域における精神障害者
に対する国民の理解の深化及び家族支援の方策に関する研究」)

現状分析

・近年、精神疾患を有する患者の数は増加傾向にあり平成29
年には約420万人となっており、国民にとって身近な疾患と
なっている。（患者調査）
・平成29年には「これからの精神保健医療福祉のあり方に関す
る検討会」報告書において、精神障害の有無や程度にかか
わらず、誰もが地域の一員として安心して自分らしい暮らしを
することができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会
参加（就労）、地域の助け合い、教育が包括的に確保され
た「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」を構築する
ことが適当とされ、同システムの構築の推進を図っている。

心のサポー
ター養成事業
（令和４年度
概算要求額
：28百万
円）
（令和３年度
予算額：28
百万円（執行
見込額28百
万円）

【インプット】

①心のサポーター養成
研修実施

②心のサポーター指導
者養成研修実施

①心のサポーター養成研
修実施件数
令和４年度：40回

②心のサポーター養成研
修受講者数
令和４年度：800人

①心のサポーター養成
研修実施に伴う精神
疾患に対する理解の
促進
（事業におけるアンケー
ト等において把握）

②心のサポーター養成
研修受講に伴う初期
対応法の普及
（事業におけるアンケー
ト等において把握）

③心のサポーター養成
研修受講後のメンタル
ヘルスに問題を抱える
方に対する支援の提
供等地域での活動実
態及び行動変容の効
果測定
（事業におけるアンケー
ト等において把握）

④心のサポーター養成
研修及び指導者養成
研修受講者数の増加

○精神疾患に対する理解の
促進と精神障害者が地域で
安心して自分らしい暮らしがで
きること。

※ 下記の目標はいずれも令
和５年度の目標値

○ 精神科病院から退院後
１年以内の精神障害者の
地域での平均生活日数の
増加
・316日

○ 精神病床における早期退
院率の向上
・69％（入院後３ヶ月）
・86％（入院後６ヶ月）
・92％（入院後12ヶ月）

○ 一年以上入院患者数の
減少
・12.3～10.6万人

【アクティビティ】 【アウトプット】 【短期アウトカム】 【長期アウトカム】 【インパクト】

○医療、
障害福
祉・介護、
住まい、
社会参
加（就
労など）、
地域の助
け合い、
普及啓
発（教
育など）
が包括的
に確保さ
れた「精
神障害に
も対応し
た地域包
括ケアシ
ステム」の
構築

事業概要
【□新規 ☑既存 ☑モデル □大幅見直し】

・メンタルヘルスや精神疾患への正しい知識と理解を
持ち、地域や職域でメンタルへルスの問題を抱える
人や家族等に対してできる範囲で手助けをするメン
タルヘルス・ファーストエイドの考え方を活用した心の
サポーター養成事業を実施し、心のサポーターを各
地域で養成していくことで、地域における普及啓発
にも寄与するとともに、精神疾患の予防や早期介入
に繋げることを目的とする。

④心のサポーター指導者
養成研修受講者数
令和４年度：50人

③心のサポーター指導者
養成研修実施件数
令和４年度：２回


